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はじめに 
フィッショントラック年代測定にLA-ICP-MSに

よるウラン濃度の定量を利用する可能性について，
照射試料との比較（Hasebe et al., 2004）やエッ
チングが与える影響についての吟味（Hasebe et 
al., in press）がされてきた．それを受けて実践的
な年代測定のための測定条件や年代標準試料の年
代決定結果について紹介する． 
 
LA-ICP-MS の設定 
表１に LA-ICP-MS の設定についてまとめる． 
レーザーの径を 20㎛に絞ることによって，トラ

ック密度を計測する面積を10㎛四方のグリッドで
2×2 を最小測定面積とすることができる．もっと
広い範囲を計測できる場合は，一粒子から複数の

ウラン濃度を得，その平均を粒子の濃度とし，さ
らに測定誤差を年代値に反映させることができる． 
またレーザーの shot 数は，トラックの半長分の

深さからのみ，ウラン濃度を測定するように決め
た．実際にレーザーで鉱物上にあけられた穴の形
状を測定すると，アパタイトについてはおおむね
半トラック長分の深さとなっていたが，ジルコン
に関してはもくろみより浅かったため，改善の余
地がある（詳細については伊藤・長谷部，本号）． 
内部標準元素として，アパタイトには 43Ca をジ

ルコンには 29Si を利用した．内部標準元素の選択
がどのように測定に影響を与えるのか，NIST612
のウラン濃度を測定し，既知の値と比較すること
によって評価したところ，系統的な影響は見られ
なかった． 
 
年代標準試料の年代測定 
以下の式に従って年代測定を行うと，いくつか

の定数は，変動する可能性がある． 
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ここで，λDは 238U の全壊変定数，λfは 238U の
自発核分裂壊変定数，Mは 238U の質量数，NAはア
ボガドロ数，ρsは自発トラック密度，238U は 238U
の重量濃度，d は鉱物の比重，Rsp は registration 
factor でトラックの半波長，kは測定システムによ
る定数． 
λfについては，最近のいくつかの研究成果から，

8.46 × 10-17 a-1（Spadavecchia and Hahn, 1967）

 
表１．LA-ICP-MS 測定のセッティング 
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が支持されているが，他の定数（d, Rsp, k）につい
てはどの値を選ぶかによって年代値に違いがでて
くる．その影響を評価したのが図１である． 
また既に公表済みのデータも含めて，金沢大学

のシステムで測定した年代標準試料の測定結果を
表２にまとめた．χ2検定に多くの試料が不合格と
なり，今後の課題である． 
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図１．年代式中の定数を選ぶことで年代値にどれくら

い影響が出るかを図示したもの．縦軸・横軸とも，
基準を１とし，その基準値に対して数値を乗じた
場合年代値が基準値の何倍になるかをあらわし
た． 

 
 
 

表２．年代標準試料試料の測定結果

 
年代値は粒子年代の加重平均をとった．P (χ2)値は，
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tは加重平均年代である． 


